
昭
和
布・
弱
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

三五
日ロ

語一

ーー
里寸ユ

誌

某

E里

号L>.
面岡

三
十
五、
六
年
を
通
じ
て、
議
集
・

意
味
の
研
究に
日
ら
れ
る一
熊
的
傾
向

は、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
各
研
究
者に
よっ
て
整
用
集
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

で
あ
り、

ま
た、

そ
れ
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
、

反
省
・

再
検
討
・

批

判
が
加
え
ら
れ、
共
有
の
学
的
成
果と
し
て
の
整
閣内
集
成、

さ
ら
に
そ
れ
か
ら

次
の
段
階
へ
の
進
展
と
い
う
期
待
の
持
た
れ
る
こ
と
で
あ
る。
服
部
四
郎
博
士

の
『
言
語
学
の
方
法』
(
昭
お
・
ロ)、
安
本
美
典
氏
の
『
文
章
心
恕
学
の
新
領

域』
(
昭
お
-
U)、
水
谷
的
夫
氏
の
『
同
活
お
よ
び
同
語
研
究
の
代
数
学』
(
昭

お
・

ロ
)

な
ど
の
刊
行、

ま
た
「
言
瓦同
年
代
学
」

を
め
ぐ
っ
て
の
服
部
博
士
と

泉
井
久
之
助
博
士
と
の
論
争、
そ
の
ほ
か、
語
誌二
関
す
る
多
く
の
単
行
本
の

刊
行
等々
に
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

ま
ず、

訴
の
形
態
に
つ
い
て
は
、

宅
起
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が、

構
造
言
語
学
を
ど
う
日
本
語に
適
用
す
る
か
に
つ
い
て
、

服
部
博
士
の
右
の
著

書に、
こ
れ
ま
で
の
論
文が
集
め
ら
れ
て
お
り、
ま
と
まっ
た
汚
え
を
うか
が

うこ
と
が
で
き
る。
日
野
資一
地
氏
も
「
形
態
素
の
記
述に
つ
い
て

||
構
造
言

語
学を
日
本
語に
実
践
す
る
方
法
を
中
心
と
し
て

||1」
(『
国
語
学
幻』)
で

単
語
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
っ
た
が、
森
岡
健
二
氏
の
「
語
実
体
系と
語
桑

史」
(『
国
語
と
国
文
学』
昭
お
-
m)
之
は、
日
本
語
の
形
態
系
の
分
疫
が
試

み
ら
れ、
そ
の
立
場
か
ら
の
誘
致ム
史に
つ
い
て
の
見
通
し
が
さ
べ
ら
れ
て
い
る。

こ
れに
対
し
怠
味
の
面
で
は
、

同
じ
く
服
部
博
士
の
著
書に
は
「
意
義
素」
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に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が、

エ
ル
ン
ス
卜
・

ラ
イ
ス
ィ
苦、

鈴
木
孝
夫
氏

訳
『
立
味
と
構
造』
(
昭
お
・
1)
で
に、
フ
ル
l
今ィ
l中
ド
説に
対
し

て、

活
を
意
味
論
的
演
型
に
従
っ
て
体
系
的
に
分
認
し
よ
う
と
試
入
、

請
を
活

行
為
が
依
存
し
て
い
る
条
件に
よっ
て
H与
え
て
い
る。
し
か
し、
こ
れ
と
は
別

に
形
態
系
と
の
対
応
関
係
を
考
え
て
い
る
も
の
に
、

『
引央
活
青
年』
に
発
表
さ

れ
た
石
橋
幸
太
郎
氏
の
「
意
味
の
構
造
と

夫
記
法
ω
切」

「
意
味
分
析
に
つ
い

て」
「
怠
味
研
究
と
分
布」
(
昭
お
・
4
、

5
及
び
昭
お
・
3、
ロ)
が
あ
る。

形
態
素
と
形
態
窓
務
系
・

文
法
意
義
素
と
の
問
係、
表
記
法、
分
市
な
ど
に
つ

い
て
述べ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て、
注
目
さ
れ
る。
い
ず
れに
せ
よ、
か
よ
う

な
点
は
、

今
後
ま
す
ま
す
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
為
ろ
う。

計
量
的
方
法に
つ
い
て
は、
右に
も
あ
げ
た
安
本
氏
と
水
谷
氏
の
二
若が
あ

る
。

安
本
氏
の
も
の
は
、
垣間
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な
レ
が、

特

に
そ
の
「
E
」に
お
い
て
外
国の
数
学
的
研
究に
つ
い
て
紹
介し
て
い
る
点は、

関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り、

有
益
で
あ
る。

水
谷
氏
の
も
の
は
、

代
数
学
的
方

法
で
も
っ
て
意
欲
的
に
開
妬
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り、
難
解
で
あ
る
が
計
量
的
方
法
の
頂
点
を一
予
す
も
の
で
あ
ろ
う。
な
お、

水
谷
氏
は
「
計
量
語
奨
九戸川
の
広一
縫
づ
け」
(『
国
語
学
幼
』}
で
そ
の
公
煎
為
的
ぷ

艇
づ
け
を
試
み
た
ほ
か
、
「
第
三
号
『
延
べ
語
数
と
異
な
り
話回
数
と
の

山内
係
』

の
訂
正」
「
二
つ
の
語
棄
に
対
す
る
内山
本
延
べ
活
欽
と
共一
池
山民
な
り
語
以'
と
の

関
係
」
「
総
個
数
不
明
の
集
団
か
ら
等
確
率
に
近
く
調
査
単
位
を
抜
く
法
」(
『
計

量
国
語
学
ロ
日
号』)
等
で、
前
説
の
修
疋
や、
詩
集
共一
苅
呈
の
惟
定、
総
文
数
や



延
べ
語
数
が
不
明
の
ば
あ
い
の
抽
出
の
し
か
た
等
に
つ
い
て
述
べ
て
レ
る。
安

本
氏
は、
連
載
の
論
文
「
語
実
量
の
推
定
に
つ
い
て」
「
標
本
異
な
り
語
数
の

分
布」
「
統
計
力
学
と
話
実
の
統
計
学」
「缶四
の
標
本
使
用
率
の
分
布」
「
乱
数

表
に
よ
る
実
験」
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
構
造」
(
『
計
量
国
語
学
ロ
l
u
号
』)

で、
水
谷
氏
が
見
い
だ
し
た
結
果
を、
ト
ム

ソ
ン、
ギ
ロ

ー
な
ど
の
そ
れ
と
比

較
し、
さ
ら
に
活
実
の
統
計
学
と
統
計
力
学
と
の
近
似、
延
べ
一治
数
と
県
な
り

語
数
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る。
計
量
語
集
論
は
両
氏
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
広
じ
ら
れ
る。
ま
た、
泉
井
久
之
助
問
土
「
科
学
の

研
究
と
人
文
の
研
究
l
言
語
研
究
と
数
閉山」
(
昭
お
・
1)
に
は、
科
学
と
人

文
の
研
究
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
り、
そ
の
学
的
態
度
に
は、
次
の
服

部
博
士
へ

の
批
判
に
も
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る。
な
お、
阪
余
篤
美・
寿
岳

章
子・
樺
島
忠
夫
氏
『
現
代
の
こ
と
ば』
中
の
第
E
部
の
ほ
う
(
樺
島
氏)
に

も、
数
理
的
方
法
を
使
っ
た

興
味
深
い
記
述
が
あ
る。
総
じ

て、
新
し
い
分
野

を
開
拓
し
て
き
た
計
量
的
方
法
は、
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
て
き
た
と
と
も
に、

反
省
を
加
え
て、
第
二
の
発
展
の
期に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と

思
わ
れ

る。
な

お、
統
計
学
な
ど
の
方
法
も
含
ん
だ、
広
い
立
場
か
ら
の、
ホ
ワ
y
ト
モ
l
著、

姪
沼
寿
雄、
久
野
路
氏
訳
『
言
語』(
昭
お
・
5)
も、
刊
行
さ
れ
た。

次
に、
言
語
年
代
学
に
つ
い
て
で
あ
る
が、
こ
れ
に
関
す
る
服
部
博
士
の
誇

論
究
は、
労
作
『
言
語
学
の
方
法』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が、
こ
の
数
理
的
扱

い
に
関
し
て、
『
計
量
国
語
学』
誌
上
で、
服
部
博
士
と
泉
井
博
士
と
の
問
に、

意
見
が
と
り
か

わ
さ
れ
た。
泉
井
「
数
理
と
い
わ
ゆ
る
言
語
年
代
論の
有
効
性

に
つ
い
て」、

服
部
「
基
礎
語
集
統
計
学
に
つ
い
て」、
泉
井
「
白
木
の
∞
毛
守

舟凹r
E
ヨ」、
服
部
「
ふ
た
た
び
基
礎
語
繋
統
計
学
に
つ
い
て」、
泉
井
「
日
本
の

ω君
主gE2」
(日
目
Im
号)
が
そ
れ
で
あ
り、
公
式
中の
N
F開門
の
N
を

】
品

と
改
め

た
こ
と
に
対
す
る、
原
理
的
な
立
場
か

ら
の
批
判
と、
実
際
に
あ

て
は
ま
る
か
否
か
の
経
験
的
な
立
場
か
ら
の
反
批
判
と
で
あ
る。
な
お、
服
部

博
士
は
こ
こ
で
「
言
語
年
代
学」
の
名
称
を
「
基
縫
語
嚢
統
計
学」
と
改
め
る

こ

と
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た。

誌業・語語

な
お
情
報
理
論
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は、

吉
田
夏
彦
氏
「
C
E
者
H
∞
R

E一一。一
の
『
意
味
論
的
情
報
の
理
論』
に
つ
い
て」
(『
計
量
国
語
学
日
号』)

は、
ハV
R
E唱
の
情
報
理
諭
に
つ
い
て
検
討
し、
拍
象
住
の
結
問-~
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
も
の
で
あ
る。
ま
た、
広
く

こ
と
ば一
般
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が、
様
島
忠
夫
氏
の
「
人
間

こ
と
ば
の
特
質」(『京
都
府
立
大
学
術
報
告日
号』)、
「
ぷ
記の
研
究」
(『対

鼠
国
語
学
凶
!出
号』)
に
も、
情
報
理
論
に

問
し
て
ふ

れ
る
と
こ

み
が

あ
る。

つ

い
で、
話
の
伝
達
に
つ
い
て
は、
波
辺
友
卜と
氏
「
訴
の

伝
達
可
能
性
(
H
怠

味)
を
画
定
し
よ
う
と
す
る
試
み」
(『
計
量
国
語
学
げ

号』)
心、
TA
の

芯
昧

と
そ
の
感
情
的
価
値
に
つ
い
て
調
査
し、
画
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
り、
芳
賀
純
氏
「
語
混
合に
よ
る
意
味
変
化の
測
定に
関
す
る
研
究
||

omm
g弘
司江口円
否一ゆ
え
のOD四円
E
q
の
日
本
語
へ
の
適
用
に
つ
い
て

ll」

(『
計
量
国
語
学日
号』)
は、
混
合
語
を
と
り
あ
げ
て
オ
ス

ク
ッ

ト
の

公
式
を

検

討し
て
い
る
も
の
で
あ
る。
ま
た
岡
戸
作
助
氏「
間
有
名
加
の
伝
達
的
価
値」

(『
国
語
学
ω
』)
は、
聞
き
手
の
状
況
に
よ
っ
て
効
果
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る。
語
の
意
味
に
つ
い
て
も、
こ
う
い
っ
た
而
か
ら
の
追
求

が

行
な
わ
れ
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ

う 。

ま
た、
川
端
善
明
氏
「
語
の
顕
在」
(『
国
語
国
文』
昭
お
・
5、
8)
は、

活
複
合
の
原
四日
と
文
の
原
則比
と
が
対
応
的
に
一
つ
で
あ
る
よ
う
な
制
成
に
お
け

る、
語
の
複
合
的
成
立
を
見
ょ
う
と
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る。

現

代

語

辞
書
に
つ
い
て
は、
『
言
語
生
活』(
昭
お
・
3)
が
国
語
m
g
に
つ
い
て
の

特
集
を
行
ない、
見
坊
豪
紀
氏
「
辞
書の
姿」、
望
月
久
貨
氏
「
ど
ん
な
m
A

を
選
ぶ
か」、
大
石
初
太
郎・
高
橋
太
郎・
永
野
賢・
林
大・
水
谷
静
夫・
柴

田
武
氏
「
わ
た
し
な
ら
辞
書の
こ
と
ば
を，」
う
説
明
す
る」
な
ど
を
掲
出帆し
て

い
る。
中で
も、
見
坊
氏の
もの
は
辞
書の
技
術、
方
法、
語
集
調
査と
の
関

係
等
に
わ
た
っ
て、

的
確
に
述
べ
て
し
る
も
の
で
あ
る。

ま
た、

各
氏
の
町一聞
の
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説
明
は
興
味
を
ひ
く
が 、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は 、
水
谷
静
夫
氏

「
語
釈
||

本
格
的
辞
書
の
論
の
前
座
||」

(『
国
語
学
U』)
が
あ
る 。
前
の

項
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
意
味
論
的
見
解
を
ふ
ま
え
て 、
語
釈
の
可
能
性 、
客
観

化
の
し
か
た
に
つ
い
て 、
厳
密
に
考
察
し
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
な
お 、
日
本

語
だ
け
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
土
居
光
知
氏
「
和
英
辞
典
の
あ
り

か
た」

(『
英
語
青
年』
昭
お・
6)
は
両
方
の
基
礎
語
と
そ
の
意
味
の
吟
味
の
必
要
を

説
い
て
お
り 、
こ
う
い
っ
た
面
か
ら
も 、
右
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
意
義
研
究の

要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る 。

淡
語
に
つ
い
て
は 、
森
岡
健二
氏
が
「
漢
字
の
機
能」
(『
立
教
大
日
本
文
学

4』)
で 、
淡
字
と
そ
の
意
味
的
単
位の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え 、
漢
語
は

和
語
俗一τ一口
を
く
み
あ
わ
せ
て
伝
達
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
た

点 、
注
目
さ
れ
る 。
他
に
は
望
月
八
十
吉
氏
「
現
代
漢
語
の
形
態
的
考
察」

(『人
文
研
究』
昭
お-
m) 、
佐
藤
茂
氏
「
庶
民
の
渓
語
心
学
用
語
調
査
の

中
間
報
告
|」

(『福
井
大
学
芸
学
部
紀
要』
昭
お
・
2)
等
が
あ
る
が 、
後
者

は 、
庶
民
の
生
活
語
と
し
て
の
漢
語
に
目
を
向
け
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

と
こ
ろ
で 、
同
音
語
に
関
し
て
は 、
国
立
国
語
研
究
所
『
同
音
語
の
研
究』

(
昭
お・
3)
が
出
さ
れ 、
周
到
な
準
備
の
も
と
に
問
音
語
が
整
理 、
表
示
さ
れ 、

さ
ら
に
条
件
や
文
脈
な
ど
に
よっ
て
同
音
語
の
判
別
は
容
易
に
な
る
と
い
う

調

査
の
結
果 、
ま
た
そ
の
判
別
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
が
示
さ
れ
た 。
大
き

な
収
稽
で
あ
り 、
国
語
国
字
問
題
な
ど
も 、
もっ
と
か
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
て

論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
塚
原
鉄
雄
氏
「
語
の
〈
ゆ
れ〉
|

問
題
点
あ
れ
こ
れ
の
ス
ナ
ッ

プ」
奇
言
語
生
活』
昭
お・
3)
は 、
各
部
門
に

わ
たっ
て
広
く
問
題
を
と
り
φめ
げ
て
い
る
も
の
で
あ
り 、

東
辻
保
和
氏
「『
むつ

か
し
い』
と
『
む
ず
か
し
い』
と

||
語
形
推
定
を
め
ぐっ
て

||」
(『
論
究

日
本
文
学』
昭
お
・
9)
は
近
畿
高
校
生
は
「
む
つ
か
し
い」
で
あ
る
こ
と
の

調
査 。
と
も
に
早
急
な
国
語
の
統一
へ
の
警
告
が
含
ま
れ
て
い
る 。

次
に 、
各口問
詞
に
関
連
す
る
も
の
で
は 、
上
申
幹一
氏
「
助
数
詞
の
唱
え
か

た」
(『国
語
国
文
学』
昭
お・
5) 、

佐
伯
哲
夫
氏「
量
数
語
に
つ
い
て」(『い

ず
み』
昭
お
・
3 、
4)
が
あ
る 。
佐
伯
氏
の
は 、
物 、
こ
と
の
量
を
示
す
語

に
関
し 、
そ
の
機
能 、
語
版
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る 。
ま

た 、
西
尾
寅
弥
氏
は
「
動
詞
連
用
形
の
名
詞
化
に
関
す
る一
考
察」
(『
国
語
学

必』)
で 、
広い
用
例
の
調
査
に
基づ
い
て 、
和
語
漢
語
動
詞
連
用
形
の
名
詞

化
の
語
形
成
様
式に
つ
い
て
述べ
て
い
る 。
服
部
博
士
「『コ
レ』
『
ソ
レ』

『
ア
レ』
と
手
F
予
三」
(『
英
語
青
年』
昭
お
・
8) 、
そ
の
反
論
宮
田
幸一

氏
「
日
本
語
と
英
語
の
指
示
詞

||
服
部
四
郎
氏
の
考
察
を
読
ん
で

||」

(
昭
お-
m)
は 、
指
示
詞
の
さ
す
領
域に
つ
い
て
英
語
と
対
比
し
て
い
る
も

の
で
あ
る 。
な
お 、
こ
う
い
っ
た
考
察
は 、
楳
垣
実
氏
『バ
ラ
と
さ
く
ら』

(
昭
お・
5)
の
諮
問
篇
中
に
も
見
ら
れ
る 。

な
お 、
文
体に
お
け
る
用
語
に
つ
い
て
は 、
山
崎
久
之
氏
「
文
体
と
用
語」

(『
言
語
生
活』
昭
お・
ロ)
が
あ
る 。
文
体
と 、
そ
れ
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ

る
代
名
詞・
謙
譲
語・
接
続
詞
等
に
つ
い
て
述べ
た
も
の
で
あ
る 。
前
田
勇
氏

「
京
阪
の
『
で
す』
標
準
語
移
入
説
ーーー
土
着
説
に
答
え
る
lll」

(『
国
語
国

文』
昭
お・
4)
は 、
口
語
法
調
査
報
告
書 、
明
治
二
十 、
三
十
年
代
の
読
本

な
ど
を
も
と
と
し
て 、
京
阪
の
デ
ス
は
移
入
さ
れ
た
も
の
と
述べ
る 。

と
こ
ろ
で 、
幕
末か
ら
明
治に
か
け
て
の
訳
語
に
関
す
る
研
究
も
前
年
の
あ

と
を
受
け
て
盛
ん
で
あっ
た 。
他
の
項
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が 、
杉

本っ
と
む
氏
の
『
近
代
日
本
語
の
成
立
|

コ
トパ
と
生
活』
(
昭
お・
1) 、

『
解
釈』
誌
上
の
諸
論
文
な
ど
は 、
や
は
り

関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る 。
特

に
医
学・
理
化
学
上
の
訳一請
に
つ
い
て
は 、
字
国
川
家
の
業
総
を
中
心
と
す
る

「
近
代
日
本
語
の
成
立
||

洋
学と
の
関
連に
お
い
て

||」
(『
国
語
学
必』)

が
あ
り 、

一
応
大
き
い
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
た 。
な
お 、
古
田
も
「
民
間
格
致

問
答
に
つ
い
て」
(
東
大
国
文
学
会 、
昭
お-
m)
の
発
表
で
訳
語
に
つ
い
て

ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る 。
ま
た 、
神
津
東
雄
氏
「
翻
訳
借
用
語」
(『
英
語
青
年』

昭
お
・
6)
は
柴
田・
子
安
『
英
和
字
葉』
の
版
の
違い
に
よ
る
訳
語
の
違い

に
つ
い
て
述べ
て
い
る
も
の 。
な
お 、
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が 、
周

辺
を
め
ぐ
る
も
の
と
し
て
は 、
寿
岳
文
章
博
士
「
英
和
辞
典の
系
譜」
(
問 、
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誌

昭
お・
6)
は
『
語
林
大
成』
以
後
の
英
和
辞
典に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て
い

る
も
の
で
あ
り 、

沖
田一
氏
「
中
国
に
お
け
る
英
学」
(
同 、
昭
お・
5)
は

幕
末
明
初
期
の
英
学
の
上
海
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
述べ
て
い
る
も
の
で
あ

る 。
こ
の
ほ
か
資
料
的
に
は 、
『
遣
米
佼
節
資
料
集
成』
『
教
科
書
大
系』
『
新

聞
全
集』
等
の
刊
行
も
参
考
に
な
る 。
次
に
中
国
語へ
の
影
響
に
つ
い
て
は 、

さ
ね
と
う・

け
い
し
ゅ
う

博
士
『
中
国
人
日
本
留
学
史』
(
昭
お・
3)
の
「
日

本
語
設
の
中
国
語
文へ
の
と
け
こ
み」
の
章
に
は 、
中
国
学
者
の
諸
説
が
紹
介

さ
れ
る
と
と
も
に 、
そ
の
漢
語
が
整
理
し
て
示
さ
れ
て
い
る 。
こ
うい
っ
た
細

部
に
関
し
て
は 、
今
後
各
学
問
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ 、
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
も
の
が
多い
は
ず
で
あ
る 。
こ
れ
か
ら
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る 。

明
治
に
なっ
て
か
ら
の
語
に
つ
い
て
は 、
特に
国
立
国
語
研
究
所
近
代
語
研

究
室
関
係
の
方
た
あ
の
活
躍
が
著
し
か
っ
た 。
見
坊
豪
紀
氏
「
明
治
前
期
の
用

語
『
応
為』
『
応
有』
に
つ
い
て」
(『
国

語
学
制 、
必』)
は 、
明
治
前
期
に
特

有
の
語
「
応
為」
「
応
有」
そ
の
他
に
つ
い
て 、
発
想
の
根
拠 、
用
例
等
を
当

時
の
漢
語
使
用
の一
般
的
傾
向
の
中
に
位
置づ
け
て
示
し 、
漢
語
の
造
語
力
が

過
度
に
発
揮
さ
れ
た
事
例と
し
た 。
文
化
史
的
流
れ
と
の
連
関
を
考
え
に
置

き 、
広
く
深
く
と
ら
え
て
い
る
論
文
で
あ
る 。
ま
た 、
現
在
よ
く

用い
ら
れ
て

い
る
「
的」
に
つ
い
て
は 、
藤
居
信
雄
氏
が
「
的
の
意
味」
(『
言

語
生
活』
昭

鉛・
8)
で 、
そ
の
多
義
性
に
つ
い
て 、
訳
文
そ
の
他
の
例
を
あ
げ
て
示
し
た

が 、
山
田
出畑
氏
は
「
発
生
期
に
お
け
る
的
と
い
う
こ
と
ば」
(
同 、
昭
お
・
9)

で 、
こ
の
語
が
明
治
十
年
前
後
は
学
者
階
層
に
用い
ら
れ 、
十
年
代
末
ご
ろ
に

なっ
て
広
く
社
会
に
用い
ら
れ
る
よ
う

に
なっ
た
こ
と
を 、
多
く
の
用
例
を
あ

げ
て
明
ら
か
に
し 、
漢
語
の
生
産
力
に
つ
い
て
述べ
た 。
進
藤
咲
子
氏
は
「
サ

変
複
合
動
詞
の
語
柔
か
ら
み
た
江
戸
語
と
東
京
語」
(
国

語
学
会 、
昭
お・
日)

の
発
表
で 、
江
戸
期
の
作
品
と
明
治
の
そ
れ
と
の
サ
変
動
詞
を
綿
密
に
比
較

し 、
後
者
に
渓
語
の
多い
こ
と
か
ら
東
京
語
の
形
成
事
情
に
つ
い
て
湾
察
し

た 。
な
お 、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
に 、
小
野
基
氏
「
近
代
文
章
成
立
過
程
の

一
面
||'

渓
語
と
文
体
に
関
す
る
語
集
論
的
芳
察
||l」

(『
近
世
文
芸
稿
4』)

雪量・語語

が
あ
る 。
二
葉
亭・
進
遥
の
作
品
の
漢
語
動
詞
を
音
読・
訓
読
に
分
け 、
訓
読

の
も
の
に
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら 、
当
時
の
新
文
体に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
回
井
庄
之
助
氏
「
黙
阿
弥
の
脚
本
に
頻
出
す
る
流

行
語」
(『
国
文
学
致
幻』)
は 、
黙
阿
弥
の
脚
本
に
見
ら
れ
る
「
文
明
開
化」

を
主
と
し
て
と
り
あ
げ 、
そ
れ
が
皮
相
的
な
と
ら
え
方
し
か
し
て
い
ない
こ
と

に
つ
い
て
述べ
て
い
る 。
こ
の
ほ
か 、
作
家に
印刷
す
る
も
の
で
は 、
木
原
茂
氏

「
鴎
外
の
用
語
ーー

そ
の
庶
民
性
に
つ
い
て

||」
(『
広
島
女
子
短
大
紀
要

ロ』) 、
渡
部
功
子
「
藤
村
山狩
の
用
語」
(『宮
城
学
院
国
文
学
会
会
誌』
昭
お・

3)
な
ど
が
あ
る 。
一
般
に
明
治
初
年
の
漢
語
の
定
治
ぞ
そ
の
造
語
力
に
関
心

が
も
た
れ 、
精
細
に
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る 。

今
後
な
お
開
拓
さ
れ
て
い
くべ
き
分
野
で
あ
ろ
う 。

外
来
語
(
外
国
語) 、
に
関
し
て
は 、
矢
崎
源
九
郎
氏
『
外
来
語
の
履
歴
書』

(
昭
お-
U)
は
外
来
語
に
つ
い
て
随
筆
風
に
述べ
た
も
の
で
あ
り 、

魚
返議日

雄
氏
「
漢
詩
に
か
わ
る
カ
タ
カ
ナ
一袷」
(『
言

語
生
活』
昭
お・
4)
も 、
主
と

し
て
現
在
見
聞
さ
れ
る
外
来
語
に
つ
い
て
述べ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
し
か

し 、
後
者
の
よ
う
に 、
最
近
用い
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
外
来
語へ
の
関
心
が

特に
強い 。
『
言
語
生
活』
の
三
五
年
四
月
号
は
そ
の
特
集
を
行
ない 、
大
友

栄一
・

斎
賀
秀
夫・
堂
家
和
久・
村
瀬
尚・
牧
田
稔
各
氏
の
座
談
会
「
広
告
と

外
国
語」 、
そ
の
氾
粧
を
実
際
に
報
告
し
た
編
集
部
「
東
京
租
界」
な
ど
を
載

せ
て
い
る 。
中
で
も
特に
注
目
さ
れ
る
の
は
石
綿
敏
雄
氏
の
「
雑
誌
の
中
の
外

来
語」
で
あ
り 、
こ
れ
は
書
き
こ
と
ば
研
究
玄
が
九
十
種
の
雑
誌
の
外
来
語
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
こ
の
ほ
か 、

こ
の
雑
誌
の
ス
ポ
ー

ツ
用
語
の
特
集
も 、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
多い 。

そ
う
し
て 、
特に 、
国
語
国
字
問
題
の
中
で
も 、
外
来
語
の、氾
濫
に
つ
い
て

は 、
渓
語
と
対
応
さ
せ
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あっ
た 。

次
に 、
名
ま
え
に
つ
い
て
は 、
佐
久
間
英
氏一
家
の
『
沢
と
い
う

姓
の
民
族

学
的・
人
文
地
理
学
的
研
究』
(
昭
お・
l)
は 、
O
沢・
沢
O
の
形
の
姓に

つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る 。
ま
た
右の
『
現
代
の
こ
と
ば』
(
昭
お・
叩)
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中
の
一
章
「
女
の
名
前」
(
寿
岳
章
子
氏)
は
女
の
名
ま
え
の
変
化
に
そ
の
社

会
的
な
地
位
の
変
化
を
認
め
て
お
り 、

満
国
新一
郎
氏
「
多
い
苗
字・
多
い
名

前」
(『
言
語
生
活』
昭
お
・
7)

は
苗
字
(
鈴
木
が
い
ち
ば
ん
多
い)
・

名
ま

え
の
多
い
も
の
に
つ
い
て 、
人王
国
的
に
調
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
な
お 、
中

島町
揚
氏
「
あ
だ
な」
(
問 、
昭
お
・
3)
ば 、
京
阪
の
高
校
生
の
あ
だ
な
と 、

そ
の
つ
け
方
に
つ
い
て
述
ベー
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
の
ほ
か 、
人
の
名
ま
え
に

限
ら
ず 、
物
の
名
ま
え
な
ど
に
も
及
ぼ
し
て 、
そ
の
命
名
と
受
容
の
し
か
た
を

見
ょ
う
と
し
て
い
る
も
の
に 、
『
言
語
生
活』
の
特
集
「
愛
称
時
代」
(
昭
部
・

8)
が
あ
り 、
そ
こ
で
は 、

座
談
会
の
ほ
か
に
牧
田
稔
氏
「
愛
称
の
効
果」・

森
三
郎
氏
「
た
ば
こ
H

名
ま
え
の
舞
台
う
ら」
な
ど
が
政
せ
ら
れ
て
い
る 。

な
お 、
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は 、
語
源・
語
誌
に
関
す
る
記
述
の
多

か
っ
た
こ
と
で
あ
る 。
前
田
勇
氏
「『
テ
キ
ヤ』
と
い
う

語」
(
同 、
昭
お・
1)

は 、
「
的
ヤ」
に
つ
い
て
の
考
託 。
楳
垣
実
氏
の
『
語
源
随
筆・
猫
も
杓
子
も』

(
昭
お・
9) 、

『
統
語
原
随
窄・
線
が
君』
(
昭
お
-

m)
は
方
言晶子
民
俗
学
等
の

成
果
を
多
く
と
り

入
れ
た 、
幅
の
広
い
も
の
で
あ
り 、

同
様
の
態
度
は
鈴
木
業
三

氏
『
俗
語

||
語
源
散
歩

||』(
昭
お
・
8)
に
も
見
ら
れ
た 。
他
に
主
と
し
て

史
的
に
見
て
い
る
も
の
に 、
修
本
つ
と
む
氏
『
日
本
語
再
発
見』
(
昭
お
-

U)

「
日
本
語
自
絞
伝」
(
月
刊

国
語
教
室)

大
野皿田
氏
『
日
本
語
の
年
輪
』
(
昭

ぉ
・
9)
が
あ
り 、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
も
の
に 、
飯
泉
六
郎
氏
『
日
本

の
こ
と
ば

||
今
と
昔

||』
(
昭
お
・
2)
が
あ
っ
た 。
こ
れ
ら
の
書
の
こ

と
ば
の
あ
げ
方
に
は 、
順
不
同
の
も
の 、
五
十
音
順
の
も
の 、
あ
る
項
目
に
よ

っ
て
分
類
し
て
い
る
も
の
等
多
様
で
あ
り 、

石
黒
修
氏
『
ニ
ッ

ポ
ン
語
の
散
歩』

(
昭
お
・
4) 、
魚
返
善
雄
氏
『
日
本
語
心
得
帳』
(
昭
お
・
5) 、

平
井
昌
夫
氏

『
風
流
国
語
教
室』
(
昭
お
・
9)
の
よ
う
に
随
想
的
な
も
の
も
多
か
っ
た 。

し
か
し 、
関
係
の
あ
る一
連
の
語
を
と
り
あ
げ
て 、
日
本
人
の
物
の
と
ら
え
方

を
示
そ
う
と
し
て
い
る
態
度
は 、
大
野
氏
の
も
の
に
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が 、
特
に
そ
れ
を
発
想
と
関
連
さ
せ
た
も
の
に
白
石
大
二
氏
『
日
本
語
の
発

想

111
語
源・
イ
デ
ィ

オ
ム

|ll』
(
昭
お
・

日)
が
あ
る 。
ま
た
藤
原
与一

博
士
『
日
本
人
の
造
語
法
|
|

地
方
語・
民
間
活

||』
(
昭
部・
8)
は 、
特

に
地
方
語
の
造
語、
法
に
重
点
を
置
い
て
お
り 、
こ
こ
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら

れ
る 。
三
六
年
後
半
の
語
誌
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
と
り
あ
げ
る
よ
う

に
な
っ

た
点
に
特
色
が
あ
る 。
こ
の
ほ
か 、
こ
と
わ
ざ
に
問
し
て
は
金
子
武
雄
氏
の
労

作
『
日
本
の
こ
と
わ
ざ』
の
完
結
を
は
じ
め 、
辞
典
績
の
刊
行
も
あ
り 、
中
に

は
そ
う
し
た
語
を
使
っ
た
随
想
集 、

野
田
照
夫
氏
『
こ
と
わ
ざ
博
物
誌』
(
昭

お
・
6)
の
よ
う
な
も
の
ま
で
φめ
っ
た 。
な
お
渓
諸
に
つ
い
て
は 、
諸
橋
轍
次

博
士
『
漢
字
漢
語
談
笑』
(
昭
お
・

叩)
が
あ
る 。
全
体
に 、
話
に
つ
い
て
の

反
省 、
さ
ら
に
そ
の
表
現
の
し
か
た 、
物
の
汚
え
方
と
い
っ
た
函
に 、
各
部
門

か
ら
強
い
関
心
の
示
さ
れ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る 。

流
行
語
に
つ
い
て
は 、
早
川
元
二
氏
「
子
ど
も
と
流
行
語

||
流
行
語
の
底

に
あ
る
粗
野
な
闘
争
的
感
情

||」
(『
言
語
生
活』
昭
お
・
5)
ば 、
子
ど
も

の
流
行
語
と
マ
ス
コ
ミ
と
の
関
連
性 、
そ
の
底
に
見
ら
れ
る
社
会
の
中
の
闘
争

性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る 。
こ
の
ほ
か 、
『
言
語
生
活』
は
流
行
語
に
関
す

る
特
集
(
昭
お
・
6)
を
行
な
い 、
座
談
会
の
ほ
か
に 、
柴
田
武
氏
は
「
流
行

語
と
言
語
ポ
ス
」
で
小
学
生
の
言
語
ボ
ス
と 、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

に
つ

い
て
の
観
察
調
査
の
結
果
を
述
べ 、
佐
藤
智
雄
氏
は
「
流
行
語
の
社
会
心
理
学

的
考
察」
で 、
流
行
語
の
底
に
追
随・
向
調・
或
信
追
求
の
心
理
の
存
す
る
こ

と
を
あ
げ 、
士口
沢
典
男
氏
「
新
語・
流
行
語
を
追
う」
は
週
刊
誌
の
大
き
い
機

能
や
「
ソ
ー
ラ
ー

族」
が
流
行
語
と
な
っ
た
事
情
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る 。
吉
沢
氏
に
は
他
に
も
流
行
語
に
関
す
る
考
察
が
多
く 、
特
に
戦
後
の
も
の

を
整
理
し
て
な
が
め
よ
う
と
し
て
い
る 。

児
童
の
語
棄
に
つ
い
て
は 、
布
に
も
関
連
の
あ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が 、

阪
本一
郎
氏
「
児
童
読
み
物
の
語
葉」
(
問 、
昭
お・
5)
は 、
児
童
雑
誌
の
活

柔
に
は
低
俗
な
も
の
が
多
く 、
問
題
点
の
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
り 、

池
原
楢
雄
氏
「
基
本窪田
に
つ
い
て」
(『
日
本
国
語
教
育
学
会
誌

ロ
』)
は 、

教
科
書
の
用
語
調
査
の
結
果 、

小
学
生
用
各
種
辞
典
の
採
録
語
等

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

68 


